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滋賀県立安土城考古博物館

HH

令和8年

2月14日 (上)-4月 5日 (日 )
開館時間 午 前 9時～ 午 後 5時 ※入館は午後4時30分まで

休 館 日 月 曜 日 ※ただし、月曜日が祝日の場合は翌日
入 館 料 大 人 660円 (530円)/大学 生 400円 (330円 )
※小中高生・障がい者及な県内在住の65歳以上の方は無料で現

※()は 20人以上の団体料金で現

主催 滋賀県立安土城考古博物館  共催 京都新聞

近江風土記の

籠安土城著古博物
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第
７‐
回
企
画
展

「近
江
―
道
が
織
り
な
す
物
語
―
」

会
期

中
令
和
８
年
２
月
１４
日
（土
）
～
４
月
５
日
（日
）

会
場

一
企
画
展
示
室

近
江

（滋
賀
県
の
旧
国
名
）
は
、
奈
良
時
代
以
降
、
都

の
置
か
れ
た
畿
内
と
隣
り
合
う
場
所
と
し
て
重
視
さ
れ
、

「道
の
国
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
交
通
網
が
発
達
し
ま
し
た
。

古
く
は

「唐
橋
」
と
呼
ば
れ
た
瀬
田
橋
や
、
織
田
信
長

が
安
土
城
築
城
を
機
に
整
備
し
た
街
道
な
ど
、
今
な
お
使

わ
れ
続
け
る
道
も
あ
り
ま
す
。

人
の
行
き
交
う
道
に
は
、
名
物
も
つ
き
も
の
。
風
光
明

媚
な
景
色
を
描
く

「近
江
八
景
」
の
浮
世
絵
や
、
茶
の
湯

の
流
行
に
と
も
な

っ
て
作
ら
れ
た
比
良
焼
や
臨
湖
焼
と

い
っ
た
雅
趣
に
富
む
焼
き
物
も
、
道
を
通
じ
て
広
ま
り
ま

し
た
。
本
展
で
は
、
「
こ
の
道
を
通

っ
た
の
は
誰
か
？
」
と

い
う
視
点
か
ら
、
県
内

の
考
古
資
料
や
絵
画
、
古
文
書
、

陶
器
や
工
芸
品
を
紹
介
し
ま
す
。
展
示
品
を
通
じ
て
、
近

江
の
道
や
風
景
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（瓜
生
翠
）

【主
な
展
示
資
料
】

唐
橋
遺
跡
出
土
品

（滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
蔵
）

近
江
国
大
絵
図
、
近
江
物
産
志

（滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
蔵
）

山
本
春
挙
画

「四
季
図
」
の
う
ち
冬
・春

（滋
賀
県
立
美
術
館
蔵
）

（展
示
替

一
「冬
」
２
／
‐４
～
３
／
‐Ｏ
ｏ
「春
」
３
／
‐１
～
４
／
５
）

姥
餅
焼
、
瀬
田
門
平
焼
、
比
良
焼
、
臨
湖
焼
等

（滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
蔵
）

〈企
画
展
関
連
講
座
〉

①
２
月
２２
日
（日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「
近

江

は
道

の
国
」

講
師
　
瓜
生

翠

（当
館
）
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近江国大絵図 (滋賀県立琵琶湖文化館蔵)

大津絵人形 (大津市歴史博物館蔵)

②
３
月
８
日
（日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「
近
江
」
を
通

る
鳥
た
ち
」

講
師
　
佐
藤

華
音
氏

（滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
）

③
３
月
１５
日
（日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「滋
賀
県
ゆ
か
り
の
画
家
山
元
春
挙
筏
ご

講
師
　
山
口
真
有
香
氏

（滋
賀
県
立
美
術
館
）

④
３
月
２２
日
（日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「近
江

の
陶
窯
を
め
ぐ
る
よ
も
や
ま
話
」

講
師
　
鈎

萱
全

氏

（滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
）

⑤
３
月
２９
日
（日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「発
掘
さ
れ
た
古
代
の
道
」

講
師
　
辻
川

哲
朗

（滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）

参
加
費
　
５
０
０
円
（資
料
代
）
※
各
回
当
日
支
払
い

〈
ム
　
場
　
当
館
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定
　
］貝
　
１
２
０
名

〈特
別
陳
列
Ｖ
〉

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
・滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
連
携
企
画

「学
芸
員
の
自
由
研
究
　
〓
静
ば
ス
ｒ
し
の
附
四空
〔

―
比
良
焼

・
柚
山
焼

・
臨
湖
焼
―
」

会
期
一令
和
８
年
２
月
１４
日
（土
）～
４
月
５
日
（日
）

会
場

【
望
楼
下

高
島
市

（旧
今
津
町
日
置
）
の
妙
見
山
遺
跡
茶
碗
山
窯

跡
で
は
、
昭
和
６３
年
度
か
ら
平
成
７
年
度
に
実
施
し
た
発

掘
調
査
で
１
万
点
以
上

の
陶
片
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
当
館
と
陶
芸
の
森
の
学
芸
員
は
こ
の
焼
き
物
に
注

目
し
、
滋
賀
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
信
楽
窯
業
技
術

試
験
場
の
協
力
を
得
て
、
出
土
陶
片
と
陶
芸
の
森
所
蔵
の

伝
世
品
と
の
比
較
分
析
を
試
み
ま
し
た
。
本
展
示
で
は
、

そ
の

「自
由
研
究
」
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。
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資
料
紹
介

大
岩
山
鋼
鐸
　
９
号
銅
鐸

銅
鐸
は
、
弥
生
時
代
中
期
初
め

（約
２
２
０
０
年
前
）

に
朝
鮮
半
島
か
ら
北
部
九
州
に
伝
来
し
、
中
国

。
四
国
か

ら
東
海
地
方
ま
で
普
及
し
ま
し
た
。
近
畿
地
方
で
は
盛
ん

に
製
作
さ
れ
、
役
割
を
終
え
た
後
は
、
山
麓
や
丘
陵
な
ど

集
落
か
ら
離
れ
た
場
所
に
単
独
も
し
く
は
複
数
で
埋
納
さ

れ
る
、
未
だ
謎
の
多
い
青
銅
器
で
す
。

野
洲
市
の
大
岩
山
で
は
、
明
治
１４
年
（１
８
８
１
）
に
１４

口
（１
～
１４
号
）
、
昭
和
３７
年
（１
９
６
２
）
に
１
口
と
９
口

（１
～
１０
号
）
の
銅
鐸
が
近
接
し
た
場
所
で
出
土
し
て
い
ま

す
。日

本
最
大

（１
３
４
・
・７
ｍ
）
の
銅
鐸

（１
号
）
を
含

む
明
治
１４
年
出
土
銅
鐸
は
、
弥
生
時
代
後
期
末

（約
１
７

０
０
年
前
）
に

一
括
し
て
埋
納
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
方
、
昭
和
３７
年
に
出
土
し
た
銅
鍔
は
、
最
初
に
１０
号
（流

水
文
、近
畿
式
）
が
単
独
で
埋
納
さ
れ
、
そ
の
後
に
９
口

（１

～
９
号
）
が

一
括
し
て
埋
納
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
１４
年
出
土
の
銅
鐸
の
う
ち
１２
口
は
、
東
京
国
立
博

物
館

（１
・
２
号
）
、
知
恩
院

（３
号
）
、
天
理
大
学
附
属

天
理
参
考
館

（５
号
）
、
辰
馬
考
古
資
料
館

（８
号
・
９
号
）
、

國
學
院
大
學
博
物
館

（
１０
号
）
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

（１２
号
）
、

個
人

（６
号
）
、
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
博
物
館

（４
号
）
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館

（７
号
）
、
ミ
ネ
ソ
タ

美
術
研
究
所

（
Ｈ
号
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
口

（‐３
・
‐４
号
）
は
行
方
が
不
明
と
な
づ
て
い
ま
す
。

一
方
、
昭
和
３７
年
出
土
の
１０
回
は
当
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、

う
ち
５
口
（３
、
５
、
６
、
８
、
‐０
号
）
は
野
洲
市
歴
史
民
俗
博

物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
館
で
は
、
館
蔵
の
１
号
、

２
号

（袈
裟
欅
文
、
大
福
型
）
、
４
号
・
７
号

（袈
裟
欅
文
、

近
畿
式
）
、
９
号

（袈
裟
欅
文
、
一こ
選
式
）
の
５
口
を
特
別

陳
列
で

（２
月
１
日

（日
）
ま
で
）
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
原
品
を
展
示
す
る
５
日
の
銅
鐸
の
中
で
９
号
は
、

三
河

こ
退
江

（愛
知
県
東
部

・
静
岡
県
）
を
中
心
に
限
ら

れ
た
範
囲
に
分
布
す
る
銅
鐸
で
す
。
近
畿
地
方
を
中
心
に

分
布
す
る
近
畿
式
と
二
遠
式
の
銅
鐸
を
組
み
合
わ
せ
て
埋

納
し
た
例
は
大
岩
山
以
外
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

９
号
鋼
鐸
は
、
前
方
後
方
形
周
溝
墓
や
近
江
系
土
器
の
拡

が
り
か
ら
見
て
、
近
江

（滋
賀

県
）
と
三
河

こ
退
江
地
方
と
が

深
い
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

近
畿
式
銅
鐸
と
二
遠
式
銅
鐸

の
共
通
点
と
相
違
点
を
見
比
べ

て
い
た
だ
き
、
倭
国
大
乱
の
時

代
、
何
故
両
者
が
同
じ
場
所
に

埋
納
さ
れ
た
の
か
、
想
像
し
て

み
て
下
さ
い
。
　

（藤
崎
高
志
）

復
元

・
体
感
ア
プ
リ

「安
土
城
」

令
和
６
年
か
ら
制
作
を
進
め
て
い
た
ア
プ
リ
が
令
和
７

年
１０
月
に
完
成
し
、
現
在
、
ア
ツ
プ
ス
ト
ア
と
グ
ー
グ
ル

プ
レ
イ
で
公
開
中
で
す

（ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
）
。

ア
プ
リ
で
は
、
城
跡
内
の
１６
か
所
の
ス
ポ

ッ
ト
で
、
当

時
の
景
観
を
復
元
し
た
８
６
０
度
高
精
細
Ｃ
Ｇ
が
見
ら
れ

る
ほ
か
、
天
主
復
元
案
６
種
類
を
順
番
に
見
た
り
、
孟
蘭

盆
会
や
幻
の
行
幸
の
Ｃ
Ｇ
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
発
掘

調
査
の
遺
構
写
真
や
図
面
、
遺
物
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
家
紋
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
発
掘
体
験
機
能
、

大
手
広
場
に
織
田
信
長
な
ど
織
田
家
の
武
将
が
Ｃ
Ｇ
で
出

現
し
、
一
緒
に
記
念
撮
影
で
き
る
な
ど
、
楽
し
い
メ
ニ
ュ
ー

も
満
載
で
す
。

ア
プ
リ
は
現
地
で
使
用
す
る
メ
ニ
ュ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
現
地
を

訪
れ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
デ
ー
タ
容
量
が
大
き
い

（約

２
Ｇ
Ｂ
弱
）
の
で
、
事
前
に
Ｗ
ｉ
ｌ
Ｆ
ｌ
環
境
で
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
）

大岩山銅鐸 9号銅鐸

大岩山銅鐸 1～ 10号鐸

App StOre      Google play



第71回企画展「近江 道が織りなす物語」
令和8年2月 14日 (土)～ 4月 5日 (日 )

博

物

館

の

主

な

催

し

特別陳列V「学芸員の自由研究 まばろしの陶窯―比良焼・れL山焼・臨湖焼一」
令和3年 2月 14日 (土 )～4月 5日 (日 )

特別陳列Ⅳ「滋賀の縄文・弥生・古墳時代」
令和7年11月 29日 (■)～令和8年2月 1日 (日 )

でかける博鞠館
11

3月
２
日
（月
）

８
日
（日
）

９
日
（月
）

‐５
日
（日
）

‐６
日
（月
）

２２
日
（日
）

２３
日
（月
）

２９
日
（日
）

３０
日
（月
）

休
館
日

企
画
展
関
連
講
座
②

ョ
近
江
」
を
通
る
鳥
た
ち
」

講
師
…
佐
藤
華
音
氏

（滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
学
芸
員
）

休
館
日

企
画
展
関
連
講
座
③

「滋
賀
県
ゆ
か
り
の
画
家

山
元
春
挙
（仮
ご

講
師
…
山
口
童
（有
香
氏

（滋
賀
県
立
美
術
館
学
芸
員
）

休
館
日

企
画
展
関
連
講
座
④

「近
江
の
陶
窯
を
め
ぐ
る
よ
も
や
ま
話
」

講
師
…
鈎

真

一
氏

ｃ
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
学
芸
員
）

休
館
日

企
画
展
関
連
講
座
⑥

「発
掘
さ
れ
た
古
代
の
道
」

講
師
…
辻
川
哲
朗

（滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）

休
館
日

豹

２
日
（月
）
休
館
日

９
日
（月
）
休
館
日

‐４
日
（土
）
連
続
講
座
Ⅲ

Ｆ
車
臣
秀
長
と
近
江
」
③

「
秀
長
家
臣

・
小
堀
正
次
の
生
涯
―
遠
州
の
父
の
姿
―
」

講
師
…
太
田
浩
司
氏

（淡
海
歴
史
文
化
研
究
所
所
長
）

‐６
日
（月
）
休
館
日

２２
日
（日
）
企
画
展
関
連
講
座
①

「近
江
は
道
の
国
」

講
師
…
瓜
生

翠

（当
館
学
芸
］Ｓ

２４
日
（火
）
休
館
日

月「・
・
‐２
月
２８
日
（日
）
～
１
月
５
日
（月
）
年
末
年
始
休
館

‐２
日
（月
・祝
）

連
続
講
座
Ⅲ

ヨ
ユ
臣
秀
長
と
近
江
」
②

「
秀
長
家
臣

・
藤
堂
高
虎
の
生
涯
―
築
軌
家
の
真
相
―
」

講
師
…
太
田
浩
司
氏

（淡
海
歴
史
文
化
研
究
所
所
長
）

‐３
日
（火
）
休
館
日

‐９
日
（月
）
休
館
日

２６
日
（月
）
休
館
日

当
館
・
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
連
携
企
画

で
か
け
る
博
物
館

ｈ
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

寛
弘
寺
古
墳
群
が
映
す
古
墳
時
代

会
期

中
１２
月
６
日
（土
）
～
２
月
１
日
（日
）

会
場

中
当
館
企
画
展
示
室

寛
弘
寺
古
墳
群
は
、
大
阪
府
南
河
内
郡
河
南
町
の

西
部
に
位
置
し
、
千
早
赤
阪
村
か
ら
北
流
し
て
石
川

に
合
流
す
る
千
早
川
と
、
そ
の
西
側
の
富
田
林
市
域

を
北
流
す
る
宇
奈
田
川
に
挟
ま
れ
た
丘
陵
上
に
造
ら

れ
た
古
墳
群
で
す
。

１
９
８
２
年
か
ら
１
９
９
６
年
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た
大
規
模
な
発
掘
調
査
に
よ
り
、
古
墳
時
代
前
期

か
ら
終
末
期
に
至
る
ま
で
の
９‐
基
の
古
墳
に
よ

っ
て

構
成
さ
れ
た
古
墳
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

本
展
示
で
は
、
古
墳
時
代
を
通
じ
て
連
綿
と
造
営

が
続
け
ら
れ
た
寛
弘
寺
古
墳
群
の
出
土
資
料
か
ら
、

古
墳
時
代
の
葬
送
儀
礼
の
変
化
を
通
観
し
ま
す
。

（大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
）

102号墳出土半円方形帯二神三獣鏡

O
亀み

12号墳出土石製品

(大阪府立近つ飛鳥博物館蔵 )

※シアターを視聴される方は、こちらのQRコードから予約ができます。→

※講演会・講座の会場は当館セミナールームです。
※事情により行事内容や日時・講師が変更になることがあります。最新の情報は当館ホームページでご確認下さい。
※滋賀県立安上城考古博物館は公益財団法人滋賀県文化財保護協会が指定管理をしています。
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